小学生のためのリズム体操試案 by 布上 恭子
小学生のためのリズム体操試案
著者 布上 恭子
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 20
ページ 79-87
発行年 1986
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001807/
79 
小学生のためのリズム体操試案
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Kyoko NuNOGAMI 
I はじめに
子どものからだがおかしいといわれて久しい。 10年間のジ、ユニアスポーツ教室の指導をとお
して感ずる子ども達の身体的特徴について，器用性に欠け，リズム感が悪く，姿勢が悪くて歩
き方が下手，柔軟性，敏捷性に欠け，体力がなく気が弱い等をあげてみたい。莫然としたこの
感じも，体力測定の数字に表われるに至り大きな話題になっているが，日々各小学校で具体的
な対策のとられているところが少ない。楽しくできる体力づくりを普及したいと考え，音楽に
合せた動きのリズムの変化に富んだ体操をつくり実施したところが，効果的であるとの報告を
得た。今回は，その体操を分析し，今後継続して実施していくリズム体操のっくり方について
検討したいと考えた。
E論議
1 .生涯体育の必要性
健康で幸福な生活を望まぬ人はいない。身体活動が少なくなった現代生活の中で，人が身体
活動をいかに継続しなければならないかは大きな課題である。運動不足が原因となって起こる
いろいろな病気が運動不足病と云われて久しいが，その予防や治療は適切な運動負荷が必要で
あることは論ずるまでもない。学校を卒業後，社会に出てからも体育活動が必要であることは
今や明確であるが，各自に合った運動処方が提供されていない現状である。札幌市にアスレチッ
ククラブが誕生して注目をあびたのは昭和45年頃のことである。しかし，会員制で高額なため
一般化するために時間がかかった。この年，札幌市の婦人を対象に健康に関する意識調査を行
ない，家庭婦人の余暇時間の増加が目立つでも身体活動は大変不足していることがわかったの
である。このことから，健康のための運動教室を是非開設したいと考え，数人の女教師と共に
昭和46年に公的施設を中心に始められた。当初は僅かでもお金を支払って運動を習うという感
覚ではなく，また主婦が学校以外で体育活動をすることは考えられなかった。近隣でも運動着
姿では来られない2ということで，更衣室が混んでとても時聞がかかる等，多くの問題を克服し
なければならなかった。以来日年，この教室ばかりでなく，ボランティア的活動として教室の
数も増加してきた。時代の流れと共に札幌市内にもいくつかのスポーツクラブができ，そこで
流行する運動内容に双方がふりまわされている感がある。ヨガ，太極挙，ジャズダンス，エア
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ロピックダンスと女性を中心に動きの世界が広まり，ママさんバレーボールからはじまり， テ
ニス，バドミントン，ジョギングなどのスポーツ種目も女性の中に浸透していった。 40代の女
性が16歳若返ったという報道で，婦人層にいかに身体活動が深く入りこんできたかがわかるだ
ろう。私達の生涯体育研究会も時代の先取りをしながら，多くの方々に健康のための運動をひ
ろめてきた。運動内容も随分変ってきた。健康で幸福な生活は，規則的な運動だけでは望めな
いとケネス ・H・クーパーも述べている。運動不足病の増加に伴い，運動を しなければならな
いという考えは広まってきた。しかしそれが，運動さえすればいいという考えに至り，誤った
生活習慣や食事を変えることにより運動さえきちんとしていれば十分埋め合せがつくなどの著
書もあり，人々は迷いながら諸活動をしてきた。そして今，スポーツの種類の増加とスポーツ
人口の増加によりスポーツ障害もふえ，ジョギングすら危険であるかのような報道に人々はま
た迷うであろう。ケネス.H.クーパーも，この10年の聞にどの程度以上運動したら，心臓血
管系に好ましい影響が出るか，また逆に害になるかという境界値がわかってきたと述べている。
そして，健康で幸福な生活の設計を完成するに当たり，とりわけ大切な精神面の幸福について
も考えなくては片手落ちになるとつけ加えているように，今後の身体活動は精神面への影響も
考慮したものでなければならない。つまり，ケネス ・H・クーパーも運動 ・栄養・精神の安定
を強調しており，まさに調和の法則に従った健康づくりや体力づくりを考えていかなければな
らない。近年，体育や健康教育の専門家やスポーツ心理学関係者のあいだでは，「精神的健康」
という用語ではなく「情緒的健康Jという用語を用いている。 情緒はパーソナリティとのかか
わりがあり，対人，社会的側面との関連をもち，心身両面を意味するところから，心身を分離
することなく，生体を一体とみるところに意義がある。J. E・ケー ンは，情緒的に健康な人
の特徴として，心の平和，緊張や不安からの自由， 敵意を創造的・ 建設的なものに切り換える
能力，他人の感情に対する感受性と敏感性， 愛情を与えるとともに受容する能力，各人の発達
段階にふさわしい形式をとる情緒的表現の自然さ， 変化に対して適応性と現実性をもって建設
的に対処する能力，安定感，自己価値感，人との触れ合いの享受，社会に役立つようにいろい
ろな価値のとりまとめ，柔軟性，自信過剰と他人の助力を心よく受けることの適切なバランス，
将来のために現在のフラストレーションを受容できる能力，および生活を享受する能力をもつ
ことをあげている。 この情緒的健康の維持増進に，遊戯やスポーツが大変役立つという考え方
は古代からあったといわれる。しかしこのことについての科学的な研究が成されたのは，現代
に至ってからのことである。今や心身二元論を説く者は公的な立場では認められないとは思う
が，依然として体育・スポーツが教育の中ですら全面的に高く評価されていないように見受け
られ，体育の立場にある者として反省すべき点もある。 1930年代に教育目標として精神的健康
の重要性が強く主張され，体育の全人教育としての評価が成されるに至った。その後，遊戯や
スポーツが情緒的健康にいかに寄与するかについての研究がすすめられ， 「スポーツによって
体力が高まり，体力は情緒的健康と関連しており，体力不足は情緒的不健康と関連している。」
「スポーツに必要な運動技能の習得は，男女の児童 ・生徒および大学生にいたる，青少年の基
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本的な安全および尊敬の欲求の充足に寄与する。J「遊戯やスポーツへの参加は，情緒的健康の
増進や非行防止の効力がある。」また，「競争的スポーツは，正しく行われれば情緒的健康を増
進し，望ましいパーソナリティ特性を獲得できる。」とE・M・レイマンが述べているが，現
段階では常識的にこのような研究結果が報告されている。しかし，まだまだ体育関係者として
研究をすすめていかねばならない領域があり，情緒的健康に関連した遊戯やスポーツの活動の
必要性が明確に説明されなければ国民皆スポーツは机上の空論となり，やがて心臓病が死因の
第一位となり， 21世紀には精神的病いにかかる人々の増加に，今以上に医者が困惑する時代が
予想される。今こそ，万人のための生涯体育を研究していかなければならないと痛感する。
2.学校体育の再点検
急変する生活環境，そして人聞のそれに対する順応により運動不足を招き，身体の価値感も
変わり，急激に身体活動を求めるに至り，体育の必要性も強く叫ばれるようになった。それだ
けに体育の教師は，国民の健康づくりに寄与すべく科学的な研究をもとに体育の必要性を問う
立場にならねばならないと考える。日本の体育教師養成の段階的経過を見ると，体育教師の姿
がはっきり浮彫りにされる。教育大学系と私立大学である程度の差は見られるが，中学 ・高校
より体育に優れた者が，得意なスポーツ種目を通して大学に入学し，その種目を中心に四年間
を過ごして教師となる。教師になってからも「何が専門か。」と問われて，大学まで続けて来
たスポーツ種目にこだわっていく。体育教師は体育が専門である。専門がダンスであるという
とスポーツ種目の人達から軽く見られるので，他にもクラブを持って活動をしているなどと聞
かされると，体育の教師はクラブ活動の指導に中心をおいているのではないかと錯覚を起こし
てしまう。正しい姿勢，正しい歩き方は，町のジョギング教室や健康教室の指導者の方が正確
に教えていたり，小学生の時から正しい走り方など習ったことがなドという多くの学生の話を
聞いたりすると，体育教師として基本的に必要な能力は何なのか，体育とは何なのか，何を教
え導びくことが正しいのか大変迷ってしまう。
さて，現行の学習指導要領の保健体育の目標を見てみると，小学校の体育では 「適切な運動
の経験を通して運動に親しませるとともに，身近な生活における健康 ・安全について理解させ，
健康の増進及び体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる」となっており，中
学校の体育では 「運動の合理的実践を通して運動に親しむ習慣を育てるとともに，健康 ・安全
について理解させ，健康の増進と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を育てる」
とされ，高等学校では 「学校における体育に関する指導は，学校の教育活動全体を通じて適切
に行うものとする。特に，体力の向上及び健康・安全の保持増進については，“体育”及び “保
健”の科目の時聞はもちろん特別活動などにおいても十分指導するように努めるとともに，そ
れらの指導を通して日常生活における適切な体育活動の実践が促されるよう配慮しなければな
らない」とされている。どの年齢層の運動実施も各成長期に発達の可能性を助け，十分な諸動
作をこなし，成人後の生活における健康 ・体力の保持のために適切な運動を継続できるような
実践力を身につけさせることが大切で、ある。 必要な時期に発達に促した活動をさせることが効
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果的であるが，よく引用される動作の調整にかかわる脳・神経系， 動作の起動にかかわる筋・
骨格系，動作の持続にかかわる呼吸・循環系の3つの系でみると，それぞれ0歳ー10歳， 12歳
～18歳， 11歳ー16歳の年令にあたり，宮下が述べる「小学校においては， 1-4年の低学年で
はさまざまな身のこなしを習得させる。続いて 5～ 6年の高学年では習得した身のこなしをさ
らに洗練することと並行して，持久的運動をしだいに行わせ，卒業時には5キロメートルを完
走できるようにする」「中学校においては，小学校で習得した身のこなしを大きくなったから
だに適応させるようにすることと，並行して，持久的運動を行わせ，卒業時には10キロメート
ルを完走できるようにするj「高等学校においては，持久的運動を行わせることと並行して，
重量物を負荷するなどの運動を実施させ，筋力の増大を図る」 という目標を実践できるとする
と，上手な身のこなしができ，力強くまたねばり強いからだとなって18歳を迎えることができ
ると期待される。 21世紀を的確に予想することは困難であるが，今以上に機械化された生活の
中での情報化時代となり，精神的な病いの増加が予想され，精神的にもプラスとなる身体活動
が更に求められるようになり，現段階での体育教材では十分な効果が表われずに終ることが予
想される。また先述のような体育の目標を達成するためには，毎日体育が実践されなければ効
果があがらないだろう。そして更に，体育の教材についての検討も併せて行われなければなら
ない。社会体育との関連なくして，生涯を通して適切な体育活動を望んでの学校体育はありえ
ないと思うが，今や婦人層を中心に広まった健康のための身体活動分野は大変巾広く，しかも
かなり専門的にすすめられている。社会体育の指導者は，学校体育の教師より動きばかりでな
く巾広く研究している人が多く，健康産業としての企業の厳しさを明示している。学校体育の
教師も，体育嫌いをなくし，全ての児童・生徒のために生涯を見通した身体を通しての動きの
教育に徹しなければならない。学校以外で身体活動のすばらしさを知っている児童 ・生徒も多
く，年齢にふさわしい身のこなしが上手にできる児童 ・生徒と，できない児童 ・生徒の差があ
まりに大きすぎるとの報告もある。報道によるとアメリカでは，大学の一般体育は60kgのパー
ベルを持ち上げることが課せられているという。民聞のアスレティ ック・クラブが盛んであり，
そこにはウエイ卜 ・ト レーニングの器具がおかれ中年の人々がトレーニングに励んでいること
から，正しいウエイ卜 ・ト レーニングの手技を高校教材の体育の授業時間に教えているという。
時代の流れや人々の要求に合せて，学校体育も時代に遅れをとらぬよう，また21世紀を生きる
児童 ・生徒の将来を見通して教材の選択や精選が成されねばならないだろう。 体育の教師も社
会の要求に合せて勉強していかなければ，このめまぐるしい変化を成す時代にそった体育指導
ができない。クラブ活動の中の一つのスポーツ種目にこだわっていられない時代になるのでは
ないか。現時点で早急にとり組まねばならない児童 ・生徒の身体づくりに，姿勢と歩き方と走 ・
跳 ・投の基本の運動とリズム運動をあげておきたい。
3.今後の学校体育に期待すること
体育は身体による教育であるとされてきたが，目標についての再点検が必要であると考えて
いる。それぞれの目標が十分に達成できるためには，相当の時数を確保しなければならない。
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体育の授業時間に度々見られる，嫌々ながら参加している児童・生徒がいるが，これら体育ぎ
らいについては学習過程において何らかの失敗のくりかえしから受けたフラストレーショ ンの
結果によることが多い。スポーツ参加により得られるという性格，態度，道徳的価値の発達に
ついては，あまりに強調すればするほどむなしさを覚えることがある。身体的パーフォーマン
スと情緒的要因との聞に相関が高いとする研究発表があるが，それよりも大切なことは知覚一
運動機能の向上に基礎的運動経験がどのように作用するか，その相関についての裏付けを成す
研究が必要である。子どもの身体がおかしいといわれて久しく，その頃の子どもが成人するほ
どにもなった。基礎的運動経験の矯正的意義， つまり運動療法としての活動が体育教材として
とりあげられる必要がありそうだ。アメリカの高校や大学のフログラムでは，伝統的に治療的 ・
矯正的な身体活動が体育フログラムの周辺に位置づいてきたという。そして多くの共同研究グ
ループは，基礎的運動経験は，知覚一運動機能の向上に寄与し，さ らに認知機能の発達に作用
するととらえている。また，生涯スポーツ協会の設立により，学校体育カリキュラムへの生涯
スポーツの導入が積極的にすすめられ，生涯にわたって楽しむことができる個人スポーツの普
及にカがつくされているという。日本における体育の教材は戦後41年大きな変化はない。学校
体育の教師よりも社会教育の指導者の方が大変むずかしいと感ずる程，社会人の方が動きの世
界については詳しく，そして巾の広い面がある。健康産業の厳しさの中での身体活動の指導は，
かなりの指導力を必要とする。移りゆく受講者の要求に応えながら，自分自身の力を拡大して
いかなければならない厳しさがある。15年の社会体育指導の経験から，学校体育における責任
の大きさを感ずることが多かった。つまり，基礎的運動経験の不足と身体活動の基本的必要性
や方法についての力不足は，まさしく学校体育の中で欠けた部分であると度々感ぜられたから
である。プレイやレジャーの分野は，今後ますます生活領域の中に広がってくることが予想さ
れる。 そして，スポーツと競技を区別せざるを得なくなり，体育理論のあるべき姿も変わり，
アメリカ的に考えれば競技は教育的，人間的な意味で個人にあまり有益ではないとされ，一般
教育理論の「行動修正の理論」から「自由学校の理論」への変動の時期に合せて，学校体育も
大きな変化をもたらすかもしれない。J. F・ウィ リアムズの「体育は結局，素晴らしい生活
に向けて，どれほど寄与したかによって評価されるであろう。jという言葉どおりであり，社
会体育に参加して初めて身体活動のすばらしさを知ったとか，週一度の身体活動で人生観が
変ったなどというアンケー卜調査の結果をみると，学校体育の再検討時期ではないかと思わざ
るを得ない。 D・ シーデン トッフは，体育の理論的障害は，ムープメントそれ自身が体育諸活
動の「意味の源泉」であることを立証されなければならないことであると述べている。アメリ
カでは死因の トップである心臓，循環器疾患を憂いて，ジョギングブームやエアロピクスブー
ムを招いた。 日本もやがてくる心疾患増加の時代にそなえて学校体育の再検討が成される時期
であろう。たくましく生きていくための体育教材がどのようにあるべきかについては， 三位一
体の教育という中での体育の分野を把握することである。 新しい体育を求めるには， プレイ論
を学習しなければならないが，そのことについては次回にまわしたい。
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4.小学生のためのリズム体操
以上のような論議から，ラジオ体操も正しくできない現代っ子のために，たのしみながらリ
ズム感，器用性，協応性，持久性などの体力をつけることを目指してリズム体操を作成し， 小
学校で実践研究をした。業前体育として，授業の前に実施して 2ヶ月， 「一時間目からあくび
をしていた子どもがいなくなった」「勉強にスムーズに入れるようになったj「ラジオ体操が上
手になった」「子ども達が明るくなったjなどの先生方からの感想があった。 現在2作目のリ
ズム体操に入っているが好評であり，周辺校の生徒がおもしろい体操をしているといって見学
に来たということで，子どもの興味をさそうものであったようだ。 以下，この体操を図示した
しJo
5月一6月の体操（曲名 ：津軽じょんがら，ふるさと，村祭）
かけ足 （またはスキッフ）で8歩，8歩目に拍手をする。拍手をした
・ 1,::1
'r一死：たノ
4呼閲×4
時に方向を変える。はじめは前へ，横へと方向を決めて行う方が安全
である。慣れてきたら自由方向へ行わせるとよい。 8歩× 4回
足じゃんけんに腕の動作をつける。リズムは，グー，チョ
キ，パッパッで行うが，それぞれとびながら行う。パッ
パッは脚を聞いたままとぶ。以上を4回くりかえす。そ
れぞれの動きは，動作を大きくはっきりわかるようにさ
せる。
しゃがんでのびる動作を 2回やり，横，中，横， 中と
跳躍4回を2回やる。早くしゃがんで少し下で待ち，
素早く立って十分のびて待つ位，動きにメ リハリをつ
けるように指導する。跳躍はパネ人形のようによくは
ずむように行わせる。以上を 2回くりかえす。
その場で 卜ントン2固とんで，両手を横に大きく聞いて脚も開いて
。 ?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
〉
??
? ?
?
ィィ
4. 
tX 
4呼間×4
パッととめる。 リズムはトン トンパッで4回くりかえす。パッの動
作の時はパッの言葉どおり，きちんと面手を聞いてとめるよう繰り
返し行ってから連続運動にした方がよい。胴体をまっすぐにし，腹
筋 ・背筋を使ってとぶように指導する。動きは表現ことばにより誘
導されるので， トントンのパッという リズムを口で云いながら行わせてみるとよい。学年が低
いほどその方が有効である。
一乎ー → にぎりこぶしを後頭部にグーでもってきて，指の先に力を入れて九－X
2呼問×8
しっかりのばしてパーの動作をする。脚は肩巾に聞く。両脚も力
を入れて踏んばる。この動作を早くグーパーで8回を16呼間行う。
6. 
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~f f＇吠ズダ 体側の運動。両脚を肩巾よりやや広く聞いて，腰をずらさないように体側をよくのばす。 2回同じ方向にはずむが，体を一度お
こしてまたまげる。反対にも同様に行う。
以上を 2回く りかえして，次にゆっく り体
側を 8呼聞でのばし反対にも行う。 以上を 2固く りかえす。手首をひっぱってもらうような感
覚で，ひじをのばして十分体側をのばす。
Aウ＼
8呼間× 2
8. 
開脚，前屈し，両手を股聞に遠く突っこむようにして 4回胴体をは
ずませ，次に上体を起こして腹部を前方に押し出すようにして上体
を4呼間でそらせる。背中を大きく使い，背筋 ・腹筋を意識的に使
うよう指示する。
肩巾よりやや広く両脚を聞いて， トン卜ンと両脇
2呼間X4
を叩いて力を入れてひじを曲げにぎりこぶしを胸
の方へもってくる。力こぶができる位に力を入れ
る。 トントンギュッのリズムで 4回やり， トン
ギュッのリズムで4回早くやる。
失t~：t-, tJ If, 
4呼間×4
前方ヘボクシング動作をする。とんで、パッのリズムで4
回，次に早く 8凪，上に8因。強くにぎりこぶしで突く
ように指示する。 前後に足を開く時は大きく，足をしっ
かり踏んばる。前方，上方に突く時は，両脚は肩巾より
やや広く聞き，しっかり踏んばる。
ギャロップ （横移動）4回で切り変えて方向を変える。 初
めは4回前向き， 4回後向きを同方向へ進んで，次に元の
位置に同様に4回前向き， 4回後向きでもどる方がよい。
慣れてきたら， どんどん進んで別の位置に行くように指示
する。両手を聞き，腕をピンとのばして遠くへ出す。
ロボットのように体を固くまっすぐにしてガチッガチッと歩く。お
ょti
2呼間× 41呼間×81呼閑×8
九九
1呼間× 4 1呼間×4
条余
12. 
? ?
???
もでとうらにひっくりかえりながら進む。表裏でl回として 4回行
う。体全体を一個の物体のように固く力を入れることを練習してか
ら移動させるとよい。
曲の終りまで自由方向へスキップをする。 曲が終ったらその場に
しゃがむ。次の曲の鳴るのを待つ。スキップは元気よく，どんどん
進むように指示する。いつも同じ場所にいないで，いろいろな方向
へ進ませる。
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13.トタ
布上：小学生のためのリズム体操試案
曲が変ったらゆっく り6呼聞かけてお尻を上げてひざをのばす。次に
ゆっくり 6呼聞かけてひざを曲げる。以上を 2回くりかえす。次に早く
6回くりかえす。
ノム毛（二三号
片ひざのばし，片ひざ曲げる。 6呼聞か
けてゆっくりのばす。 左右をやったら次
に早く 6回（往復3回）行う。確実にひ
ざをのばすようにする。
15. k, ~：仁 川 体の前から大きく両手を外にまわす。連続4回，できるだけ遠くを通るように大きくまわす。 次に外側から大きく内に続けて4固まわす。
2呼閑× 4 2呼問×4
16. 
門？
首の運動。横まげ4回，前後4凪を2回くりかえす。次に首
まわし，同じ方向へ2回続けてまわす。4呼間で2固まわし
を左右2回ずつ行う。遠くへ大きくまげる，あるいはまわす
ようにする。
1 -4 
4呼閲×4
18 ~ ~ 
大きく前へ一歩踏み出して胸をそらせる。のびのびと大きな動作で行う。
3呼間で大きくのびて， 4呼間目に元へもどる。以上を足を変えながら4
回行う。
体をねじる。 ラジオ体操と同様の体の捻転であるが，ゆっくりできる
だけ遠くへねじるようにする。両脚は肩巾よりやや広く聞いて構える。
ウエス トからひねられるように脚をしっかり構えるようにする。
19.深呼吸をする。吐く方を丹念に行うことを指示する。
20. 3曲目に変ったら，低学年と中学年は退場する。高学年は曲に合せてナワ トピをする。
以上のリズム体操は， 運動のはじめは左右どちらの手足からはじめてもよい。また，リズム
パターンやひとまとまりの運動， 一流れの動きとしてまとめているので覚えやすく，リズムに
のりやすい。曲も子ども達が興味をもちやすく，また親しみやすいものにした。幼児にはむず
かしいが面白いといって小学生と一緒にやっていたので，子どもにはリズムの変化がある体操
が好まれることがわかった。現在，もう少し変化をつけて表現的な運動も加えた第二作品目を
実施中である。
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E おわりに
豊かな生活により失われるかもしれない健康な生活を求めて，「健康」という言葉が目立ち
はじめ， 21世紀は健康の時代とまで云われ，運動不足について人々が考え，運動を求めてきた
ことはまちがいない。しかし反面，急に運動をはじめたことや，まちがった方法ややりすぎ，
本人に合わない運動のやり方などで，スポーツ障害がふえているといわれる。当然のことでは
あろうが，このことにより運動はした方がよいとはわかっていても，怖くてできない人も多い。
正しい身体活動の方法を小学生の頃から学び，自分に必要な運動を，自分のために，より有効
に継続実施できるようにしなければならない。人生80年といわれでも，痴呆性老人の増加につ
ながるならば，長寿国日本の恥部となっていくだろう。最近，健康問題は福祉であるといわれ
るが，それぞれの年代に合ったからだづくりを自分の意志で実施できるように，子どもの頃か
ら育てておかなければならない。活発な身体活動は，知覚一運動機能の向上に寄与し，さらに
認知機能の発達に作用される。日本一の長寿村の老人達も80歳を越えて半数以上の人が，まだ
肉体労働を しているという。そしてそれは，当然若い時からの習慣なのである。 学校体育の充
実から社会体育へと，生涯を通しての計画的身体活動の実施へ向けて，一貫体制が成されなけ
ればならない。現段階のようにスポーツ種目を行うことだけで，小・ 中・高とつながっている
としたら，充分な機能発達のないままに成人を迎えることになる。そんなことへの僅かな助け
となればと願って，小学生にリズム体操を課して研究している段階である。現在二作品目を実
施中であるが，今後その効果について調査研究したいと考えている。このことに熱心にとり組
んでいただいている恵庭市立柏小学校校長先生はじめ，諸先生方に敬意を表し， 明るく元気な
子ども達がふえていくことを心から念願している。
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